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　新暦では 6月からを夏とし、旧暦では夏は 4月からとのことである。因みに暦の上では

二十四節気の一つである立夏からを夏の始まりとし、今年は子どもの日の 5月 5日（旧暦 4月

10 日）が立夏であった。今年のゴールデンウィークは確かに夏のような暑さであったが、気が

つけば木々の綠はすっかり濃くなってきている。木々の成長は目覚ましく、梅雨が明ければ直ぐ

にでも緑陰を楽しめるようになるであろう。

　緑陰とは青葉の茂った木立の陰（夏の日差しのもとのよく茂った木の陰）のことを言うようで

ある。山口県医師会報の毎年 8月号を飾っている「緑陰随筆」は夏号にぴったりのネーミング

である。本会報の「緑陰随筆」は昭和 47年から始まり既に 45年を経過しており半世紀となる

のもそう遠くない伝統的なコーナーの一つである。緑陰で読む「緑陰随筆」を楽しみにしている

会員は多いが、残念なことに寄稿してくださる先生が近年少なくなっている。数年前から字数や

寄稿数の制限をしたことによる影響は否めないが、なるべく多くの会員からの随筆を募集するた

めの苦肉の策であることをご理解頂ければと思う。日々の思いを心のみで温めておられる会員は

多いと思われるので、その思いをぜひ「緑陰随筆」でご披露頂きたい。書く楽しみを満喫できる

だけでなく、ネット配信により会員だけではなく多くの人々の目に力作が触れるチャンスでもあ

る。今年の募集期日などの詳細は本号 449 ページを参照していただきたい。「緑陰随筆」に多く

の先生が寄稿してくださることを編集委員、編集担当役員一同、心からお待ちしている。

　（常任理事　今村　孝子）
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次の会員がご逝去なさいました。謹んで哀悼の意を表します。
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